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ニュース&フラッシュ

　

昨
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
た
だ
み
・
ブ
ナ
と
川
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
、
4
月

17
日
に
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
世
界
遺
産
級
の
ブ
ナ
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、

自
然
首
都
・
只
見
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。
今
後

は
、
様
々
な
企
画
展
や
講
演

会
な
ど
を
定
期
的
に
開
き
、

交
流
人
口
の
ア
ッ
プ
と
、
町

の
活
性
化
を
目
的
に
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

　

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
活

動
す
る
新
た
な
指
導
員
の
皆

さ
ん
に
一
言
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

 新たな体制で再オープン

ただみ・ブナと

　川のミュージアム

　只見に来て 4年が経ちました。只見の自然は、
本当に貴重で奥深いということを実感。
　私にとって一番大切なことは今ここに居る町
民の方がより元気になること。そして来てくだ
さるお客様の笑顔です。
　まず身近な方達が元気になるような接客や情
報提供・発信を心がけたい。この人間が壊しか
けている地球の中でも、とても貴重な只見の大
自然。自然は私達人間を癒してくれる力を持っ
ています。より多くの人が只見の自然・只見の
人の温かさによって笑顔で元気になってくれる。
そのお手伝いをすることが私の夢です。

　高校卒業後、アナログ生活からデジタル生活
へ、自然の声の無い所、東京で二年間を学生と
して過ごしました。その間、只見での衣食住、
登った山、自然の音、すべてが恋しくなりました。
　こんな経過があり只見へ帰ってきました。只
見で生まれ、只見で育った私は 6570 日ほど只
見を見ていますが、それでも只見のほんの一部
分を知るだけです。これから、もっともっと只
見の山、川、木、水の声を世界中の人に伝えて
いきたいと思います。これからブナセンターは、
只見の広告塔として起動します。只見の方々の
声、自然の声をここから世界中の人に伝えます。

　この春、埼玉から只見に移り住みました。只
見の山が好きで、四季を通して10年ほど通って
きました。只見に暮らすことが夢だったので、
とても幸せに思っています。慣れないことも多
いので、いろいろ教えてください。よろしくお
願いします。
　これまでは東京新聞の山岳雑誌「岳人」で働
いていました。経験や人脈を生かして只見町ブ
ナセンターを盛り上げていきます。いろんな意
見をぜひ聞かせてください。
　日当たりのよい無料の休憩室があるので、気
軽に遊びにきてください。

【ブナセンター指導員】

大
オオタケ

竹 恵
エ ミ コ

美子さん
（只見）

【ブナセンター指導員】

藤
フ ジ タ

田 喜
ヨシツグ

嗣さん
（只見）

【ブナセンター指導員】

岩
イワナガ

永 晶
ア キ コ

子さん
（只見）

▲今井初太郎さんの昆虫写真展
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４
月
23
日
に
、
区
長
連
絡
協
議

会
総
会
が
行
わ
れ
、
終
了
後
に
平
成

22
年
度
町
政
報
告
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
役
場
か
ら
は
目
黒
町
長
、
久
保

副
町
長
、
各
課
等
の
長
が
出
席
し
、

区
長
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
目
黒
町
長
か
ら
、「
限
ら

れ
た
財
源
で
ど
う
政
策
を
実
行
し
て

い
く
か
、
区
長
の
意
見
も
反
映
さ
せ

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
各
担
当
課
長
な
ど
か
ら

本
年
度
の
重
点
事
項
や
協
力
事
項
に

つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
、
質
疑
応

答
に
入
り
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、

地
元
産
木
材
の
利
活
用
の
推
進
、
農

業
集
落
排
水
使
用
料
の
見
直
し
、
集

落
内
舗
装
道
路
の
修
繕
、
只
見
中
学

校
道
路
改
良
に
伴
う
予
算
の
状
況
、

道
路
舗
装
工
事
に
か
か
る
請
願
の
処

理
状
況
、
融
雪
災
害
の
状
況
報
告
に

か
か
る
対
応
、
廃
屋
の
撤
去
対
策
な

ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な

さ
れ
、
副
町
長
や
担
当
課
長
な
ど
か

ら
現
状
の
報
告
や
、
今
後
の
進
め
方
、

方
針
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
一
言
ず
つ
出
席
さ
れ
た
区

長
か
ら
町
政
に
関
す
る
意
見
や
感
想

が
述
べ
ら
れ
、
対
策
が
必
要
な
課
題

等
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
調
査
検
討
し

な
が
ら
、
随
時
報
告
し
て
い
く
こ
と
と

し
、
報
告
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
（
菅
家

一
徳
連
合
会
長
）
は
4
月
14
日
に
只

見
地
区
セ
ン
タ
ー
で
総
会
を
開
き
、

議
案
と
し
て
21
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
、
そ
し
て
22
年
度
事
業
計
画
と

予
算
な
ど
を
審
議
、可
決
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
任
期
2
年
の
満
了
に
伴
い
、

連
合
会
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
会

長
、
副
会
長
、
理
事
な
ど
新
た
な
体

制
が
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
永
年

に
わ
た
り
組
合
長
を
務
め
ら
れ
、
連

合
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
黒
谷
沖

納
税
組
合
長
の
吉
津
友
喜
さ
ん
ら
５

名
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
連
合
会
長

よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。
新
役
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
会　

長　

菅
家　

一
徳（
只
見
）

▽
副
会
長　

関
谷　
　

一（
只
見
）

▽
副
会
長　

目
黒　

宇
一（
黒
谷
）

▽
理　

事　

長
谷
川
キ
ミ
子（
只
見
）

▽
理　

事　

菅
家
ト
ヨ
子（
只
見
）

▽
理　

事　

吉
津　

友
喜（
黒
谷
）

▽
理　

事　

小
沼　

万
夫（
福
井
）

▽
理　

事　

横
山　

至
伯（
楢
戸
）

▽
理　

事　

栗
木　

喜
一（
小
川
）

▽
理　

事　

大
山　

桃
一（
小
林
）

▽
理　

事　

飯
塚　

信
哉（
大
倉
）

▽
理　

事　

齋
藤　

政
信（
布
沢
）

▽
監　

事　

岩
渕　

勝
征（
塩
沢
）

▽
監　

事　

横
山　

郁
子（
黒
谷
）

平
成
22
年
度
町
政
報
告
会

只
見
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
総
会

区
長
と
町
長
な
ど
が
活
発
な
意
見
交
換５

名
の
組
合
長
を
永
年
表
彰

只見町議会議長・
副議長の選任

　平成22年4月20日開会の3月議会定例会4月会議
において、新しい議長と副議長が選出されました。

議 長
五十嵐 拓 氏
（73歳・3期）

副 議 長
酒井 右一 氏
（60歳・1期）

佐藤正作さん（蒲生）が満百歳
百歳賀寿おめでとうございます

　4月1日、蒲生の佐藤正作さんが満百歳の誕生日を迎
えられ、4月5日に知事賀寿贈呈式が自宅で行われました。
　はじめに小野保順南会津保健福祉事務所長から知事
賀寿と記念の木杯が贈られました。続いて、目黒町長、
齋藤邦夫只見町議会議長、五十嵐辰男只見町社会福祉
協議会長、関谷一只見町老人クラブ連合会長、馬場忠
雄蒲生老人クラブ会長らから記念品等が贈られまし
た。また、義弟の田中定好さんがお祝いの花束を手渡
しました。
　長生きの秘訣は、食事は良く噛み腹八分目、規則正
しい生活を心がけること。とのことでした。

▲賀寿を受け取る佐藤正作さん

▲あいさつをする目黒町長


